
慶應義塾大学・法学部（三田）・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６１２

基盤研究(B)（一般）

2020～2018

アジアにおける独裁と民主主義の歴史的起源

The Historical Origins of Dictatorship and Democracy in Asia

５０３８３９７２研究者番号：

粕谷　祐子（Kasuya, Yuko）

研究期間：

１８Ｈ００８１６

年 月 日現在  ４   ６   ８

円    13,380,000

研究成果の概要（和文）：本研究課題の最終成果は、代表・分担者全員が執筆を分担した『アジアの脱植民地化
と体制変動: 民主制と独裁の歴史的起源』（粕谷祐子編、白水社、２０２２年3月出版）である。同著は、東・
東南・南アジアに位置する17カ国での、第2次世界大戦後の脱植民地化を果たした直後の体制形成が、一部の国
では民主主義となり、他ではさまざまな種類の独裁(政党支配、王政、寡頭制)となったのはなぜか、という問題
設定のもと、植民地期の自治制度の強さと解放運動の志向の組み合わせを枠組みと設定し、制度と運動がどのよ
うな組み合わせの場合にどのような政治体制が成立するのか予測する。

研究成果の概要（英文）：The final product of this research project is the edited volume titled "
Decolonization and Regime Change in Asia: Historical Origins of Democracy and Dictatorship" (edited 
by Yuko Kasuya, published by Hakusuisha, March 2022, 510 pages). This book consists of a theory 
chapter, and 15 case study chapters that cover 17 countries in East, Southeast, and South Asia. The 
book's core question is: what explains the variation in regime types among Asian countries at the 
wake of decolonization in the 1940s and 50s?  Why did some countries became independent as 
democracies, while other became various types of dictatorships--party rule, personalist rule, 
monarchy, and oligarchy. The book's adopts a framework that focuses on the institutions and 
movements, namely, the strength of the self-government institutions and monarchy on the one hand, 
and the orientation of the liberation movement pm the other. 

研究分野： 比較政治学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題の成果がもつ学術的意義としては、アジア（日本）発の政治体制変動論の提示にある。これまでの体
制変動論は、ヨーロッパを主な分析対象地域として、民主主義への単線的な変動を説明することに重点が置かれ
てきたが、本研究の成果においては、アジア諸国を対象に、脱植民地期というこれまでのヨーロッパ中心主義の
分析では見えてこなかった時期・事象に焦点をあて、さらに、この時期の制度と運動に着目した共通の枠組みで
アジア１７ヵ国を分析している。このような試みは世界的に見ても初めてのものと言える。また、本研究課題の
成果を編集本として日本語で出版したことで、一般読者や大学生にも読んでもらえるものとなっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

本研究を企図した動機となっているのは、これまでの政治体制変動の理論がヨーロッパ

中心の偏りを持っており、アジア諸国の経験を説明するには不適切であるという問題であ

る。以下の図にあるように、アジアにおいては、アフリカと同様、民主主義だけでなく、独

裁の様々なタイプ（王政，軍政,  政党支配,  寡頭支配など） が独立直後から最近に至るま

で継続している（図は、Geddes, B., J. Wright, and E. Frantz, (2014) “Autocratic 
Breakdown and Regime Transitions: A New Data Set,” Perspectives on Politics, 12-2: 
313-331.より筆者作成）。これに対し、体制変動に関する理論は、主に、独裁から民主主義

への移行を説明しようとしており、独立直後から成立した異なるタイプの独裁がなぜ・どの

ように成立するのかに関してはほとんど分析がない。そのことは、体制変動論の多くが、ヨ

ーロッパの経験をもとに構築されており、アジアとアフリカを比較分析の視野に入れてい

ないことをも反映している。 
 このような問題意識から、本研究では、アジアにおいて、なぜ植民地からの独立の際に異

なるタイプの体制が成立するのか，を説明することにある。 
２．研究の目的 

本研究は、以下の表にある、東・東南・南アジア諸国が脱植民地化を果たした後で成立

した政治体制の類型が、なぜ・どのようにそのようなものになったのかを説明すること

を目的としている。ここでの「植民地化」は、外国の勢力がある社会集団を統治秩序の下

位に強制的に組み込むこと、と定義しているため、通常は植民地化されたことがないとみな

される日本やタイも、それぞ

れ GHQ と日本軍に占領され

ていたことから本研究での

分析対象となっている。分析

枠組みとしては、脱植民地化

前の 10 年程度の期間におけ

る自治制度と王室という2種

類の制度と、解放運動の志向

という3つの条件の組み合わ

せをもとに、7 つのタイプの

体制帰結を予測している（詳

細については、４の「研究成

果」にある業績図書の内容を

参照されたい）。 
 
 
 
 

図１ 体制類型の推移 
 



 

表１ 分析対象のアジア諸国 
 

出所：筆者作成。 

 
３．研究の方法 

本研究は、定性的な手法を用いてた比較政治史研究である。研究代表者が主に帰納的

アプローチで枠組み作成を担当し、分担者 15 名がそれぞれの担当の国の歴史を枠組み

の提示する論点に関して分析する体制をとっている。枠組みでは、上記３条件の強弱に

より 8つのパターンの体制帰結が予測できるが、それぞれの事例がどのパターンに属す

るのかを示した上で、実際に形成された脱植民地化後の体制類型が予測の通りになった

かどうか、その場合はどのような経緯を経てそうなったのかを分析する。また、予測に

沿った帰結にならなかった場合には、なぜそうならなかったのかを検討している。予測

に沿った帰結にならなかったのは、インドネシア、韓国、タイ、台湾、パキスタンで、

それ以外は予測どおりの帰結であった。 

 

４．研究成果 

本研究の主な成果は、『アジアの脱植民地化と体制変動—民主制と独裁の歴史的起源』

（粕谷祐子編、白水社、2022 年、510 ページ）として出版された。 
 

国 
脱植民地

化地年 
主な宗主国・ 
占領機関 

脱植民地化後の体制類型 

東

ア

ジ

ア 

韓国 1948 日本/米軍 個人支配 (1952−1960)  
北朝鮮 1948 日本/ソ連軍 政党・個人支配 (1948−現在) 
台湾 1945 日本 政党支配(1949−1996) 
中国 1945 日本 政党支配 (1949−現在) 
日本 1952 連合国軍(主に米軍) 民主制 (1952−現在) 

東

南

ア

ジ

ア 

インドネシア 1949 オランダ/日本 民主制 (1949−1959) 
カンボジア 1954 フランス/日本 王政(1954−1970) 
北ベトナム 1) 1954 フランス/日本 政党支配(1954−現在) 
タイ 1945 日本 寡頭支配(1948−1957) 
フィリピン 1946 アメリカ/日本 民主制 1946−1972) 
マレーシア 1957 イギリス/日本 民主制 (1957−1969) 
南ベトナム 2) 1954 フランス/日本 個人支配(1954−1963) 
ミャンマー 1948 イギリス/日本 民主制 (1948−1962) 
ラオス 1953 フランス/日本 民主制 (1953−1960) 

南

ア

ジ

ア 

インド 1947 イギリス 民主制 (1947−現在) 

スリランカ 1947 イギリス 民主制 (1947−1983) 

パキスタン 1947 イギリス 寡頭支配/軍政(1947−1972) 
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